
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初  代 根岸常次郎 M12～M18 27 代  結城  真 S61.4.1～ 
17 代 山川 達郎 S22.3.31～ 28 代 木村 幸次 S63.4.1～ 
18 代 阿藤登喜蔵 S24.3.31～ 29 代 新井  昇 H 4. 4.1～ 

  19 代 新井 久三 S29.4. 1～ 30 代 山室 鐡夫 H 8. 4.1～ 
20 代 島村 保行 S34.7. 1～ 31 代 小池  博 H 10. 4.1～ 
21 代 吉村 福市 S40.4. 1～ 32 代 中原  守 H 12 4.1～ 
22 代 田島 基治 S43.4. 1～ 33 代 内田 眞弘 H 14. 4.1～ 
23 代 西木 賢男 S49.4. 1～ 34 代 鴨田  均 H 18. 4.1～ 
24 代 中村 邦夫 S53.4. 1～ 35 代 田嶋  章 H 23. 4.1～ 
25 代 西田 四郎 S55.4. 1～ 3６代 青木 義弘 H 26. 4.1～ 
26 代 青木 敬一 S58.4.１～ 37 代 向井 邦明 H 27. 4.1～ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
なか 

よし 

１組 27 32 34 40 35 31 3 

２組 28 32 35 40 34 32 3 

３組 28 32 35 40 35 32 - 

４組 27 - - - - - - 

計 110 96 104 120 104 95 6 

熊 谷 市 長 富岡  清 
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学校長あいさつ 校 長   向 井 邦 明 

熊谷東小学校は、明治６年開校、今年１４５年を迎える歴史と伝

統を誇る小学校です。開校１５０周年に向けて「夢と希望を育み感

動のある学校」を目指し、学校・家庭・地域が一体となって「知・

徳・体」のバランスとれた教育を進めております。 

本年度も「信頼」「誇り」「笑顔」をモットーに、教職員一体と

なって「東校教育」を更に前進してまいります。どうぞ、よろしく

お願いします。 

学校の歴史 

平成２9 年度 学校経営グランドデザイン 

 経営方針  「伝統の継承と新たな挑戦」

これまで熊谷東小学校の培ってきた学校文化を確実に継承していくとともに、

新しい時代に対応した教育に果敢に挑戦していく。 

不易と流行を見極め、学校・家庭・地域の連携のもと、学校教育目標の達成を目

指す。（授業力向上会議の設立とラグビー・オリパラプロジェクトや英語活動の推進） 

学級編制 H29.５.1 現在 児童 635 名 

学校を支えてくださる方々 ＊敬称略 

年間授業時数 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
国 語 306 315 245 245 175 175 
社 会 * * 70 90 100 105 
算 数 136 175 175 175 175 175 
理 科 * * 90 105 105 105 
生 活 102 105 * * * * 
音 楽 68 70 60 60 50 50 
図 工 68 70 60 60 50 50 
家 庭 * * * * 60 55 
体 育 102 105 105 105 90 90 
道 徳 34 35 35 35 35 35 
特 活 34 35 35 35 35 35 
総 合 * * 70 70 70 70 
外国語 * * * * 35 35 

総時数 
850 
918 

910 
960 

945 
997 

980 
1030 

980 
1029 

980 
1020 

 

総時数上段は標準時数下段は、 

余裕時数を含む計画時数 

 

めざす児童 

学校教育目標 

コミュニケーション能力の素地を養い、未来を拓く東っ子の育成 学校研究課題 

 

重点目標 

 
 

本年度の 

努力点 

正則小学 熊谷学校 
明治６年４月３０日開校。東石原村、肥塚村との共同設置。 

  熊谷寺を本校、報恩寺を支校として開校する。８月、石原村分離。１２月、肥塚
村分離。それぞれ、独自の学校を設置。１２月、熊谷県庁舎が熊谷寺に置かれたた
め、熊谷寺校を廃し、報恩寺校に統合する。児童数２００有余名。 

明治１９年４月、小学校令発布   尋常小学校と高等小学校の２種類となる 

熊谷小学校 （尋常小学校） 
明治20年10月15日 

報恩寺から高城神社境内社殿の西方に移転

児童数 約５００名 

大里高等小学校  
明治20年４月１日  開校 

位置：高城神社境内社殿の西方 
明治25年10月に１町11ヶ村組合立 
明治38年 ４月に１町10ヶ村組合立 
 

熊谷高等小学校 
明治41年4月1日 改称 

熊谷男子尋常高等小学校 
明治43年4月１日 

熊谷町立肥塚村学校組合立 
位置：熊谷町大字わ通り1072-2 

大正12年４月1日 
 肥塚村の合併により学校組合は消滅し 

熊谷町立となる 

昭和２年4月１日 
成田村の合併により、箱田地区を編入 

昭和２年4月18日 
「青い目の人形」の歓迎式を行う 

昭和8年4月１日 熊谷市立となる 

熊谷女子尋常高等小学校 
現 熊谷西小学校 

  

公立 熊谷小学校 明治１２年、教育令制定に伴う校名変更 

熊谷東国民学校 
昭和16年4月１日改称 

昭和22年4月１日改称 

開校１４５年目 

昭和 43. 1.25  体育館落成 
昭和 45. 4. 1  桜木小分離 
昭和 53.11.21  第２校舎竣工（東校舎） 
昭和 55.11.16  第１校舎竣工（西校舎） 
昭和 60. 8. 1  独立図書館解体 
平成 元. 3.27  校庭整備完了 
平成 ３. 6. 3  サブプール竣工 
平成 13. 4.25 ふれあいルーム開設 
平成 14.10. 3  児童用 PC４０台設置 
平成 18. 7.28 西門門扉設置 
平成 20. 4. 7 第２校舎昇降口及び東側にスロープ設置 
平成 21. 3.19 西門改修 
平成 21. 4. 6 ソーラー時計設置 
平成 22. 4. 6 障害者用トイレ設置 
平成 24. 3.29 教室にエアコン設置 
平成 24. 5.15 体育館竣工 
平成 25.12.17 体育小屋新築 

熊谷東尋常高等小学校 
昭和10年4月１日 現在地に開校 共学 

6月    校章制定 
11月      校歌制定 

１ 基礎・基本の徹底と指  
導方法の工夫改善 

２ 相手に自分の思いを伝
える表現力の育成 

かしこく（知） 
自ら考え、進んで学ぶこと
のできる児童 

① 学習規律（学習の準備、

学習姿勢、発表の仕方、

ノートの取り方等）を 
身に付けた子を 90%以上

にする。 

② 自分の思いや考えを表現

できる子を90%以上にする。 

３ 実践力を高める道徳教  
育の充実（道徳の見える化） 

４ 心を育てる読書活動の推
進 

③ おもてなしの心をもち、

思いやりのある言葉を使え

る子を 90%以上にする。 

④ 1･2･3 年生は全員 50 冊以

上、4･5･6 年生は全員 5000
ページ以上の読書をする。 

ただしく（徳） 
思いやりの心をもち、ともに 
支え合える児童 

７ 校内・校外であいさつ  
のできる子の育成 

８ 家庭学習の定着（くま
なびスクールの活用） 

⑦ 登下校時のスクール 
ガードの皆さんや来校
者の方に挨拶できる子
を 90%以上にする。 

⑧  家庭学習 10 分×学年
ができる子を 90%以上
にする。 

 
 めざす学校  

◎ 夢と希望を育み感動のある学校 

・ 明るく活気に満ちた学校 

・ 美しく楽しい学校 

・ 信頼される学校 

確かな学力の向上、豊かな心と健やかな体の育成 

 

５ 体育授業、業間運動の  
充実による体力の向上 

６ 勤労・体験活動の充実 

⑤ 体育授業や業間運動

を充実し、運動好きな子 
を 90%以上にする。 

⑥ 「もくもく、てきぱき」 
を合言葉に膝つき清掃 
のできる子を 90%以上

にする。  

たくましく（体） 
心身ともに健康で、ねば
り強い児童 

青い目の人形 

ナンシー・ 

ジェーン 

歴代校長 

 
 ◇は男子、□は女子。男女共学となるので、共に仲よく 

 するように、そして、四方八方に発展する意味を表す。一説に古 

 代鏡を象ったもので、「光は東方より」の意味より、東小の隆盛 

 を願ったものという。当時の図工主任 増富静雄 氏が考案した。 

 全職員が応募した校歌の中から優秀作２点を選出。 

 國學院大學長 河野省三氏(騎西玉敷神社宮司)に推敲を依頼する。 

 作曲は、東京音楽大学教授 下総皖一氏に依頼する。 

教室配置図 


